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研究成果の概要（和文）：マルチアーカイブな外交史料に対する調査を通して、グローバル冷戦の終焉期におい
て、それがなぜ朝鮮半島冷戦の本格的終焉に連携しなかったのかを実証的に明らかにした。韓国、北朝鮮、日米
などの関連諸国の外交政策において、どのような可能性が開かれていたのか、｢失われた機会｣はなかったのかを
考察した。それを通して、朝鮮半島に焦点を当てた多層的な冷戦史解釈、国際関係史解釈を新たに提示した。

研究成果の概要（英文）：This research has explored why the end of the global cold war had not 
resulted in the genuine end of the Korean cold war. And it made clear the chance or lost 
opportunities of foreign policies of North and South Korea, the United States, and Japan. It has 
proposed the new interpretation of the history of cold war and international relations focusing on 
the Korean Peninsula  

研究分野：朝鮮半島地域研究

キーワード： 朝鮮半島　日韓関係　冷戦の終焉　韓国外交　南北関係　北朝鮮核危機　米韓関係　米朝関係

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　学術的意義としては、元来はグローバル冷戦の一環として朝鮮半島冷戦が位置づけられていただけに、グロー
バル冷戦の終焉がなぜ朝鮮半島冷戦に連携しなかったのかというパズルに対して、日米韓三カ国の外交史料を利
用することによって、仮説を提示したことである。
　社会的意義としては、北朝鮮の非核化とそれを前提とした朝鮮半島における平和共存の制度化など、平和体制
構築という課題に関して、過去の｢失われた機会｣を活かすという観点から、日韓の外交政策に関する有意義な政
策提言を行ったことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



1. 研究開始当初の背景 

(1)1980 年代の冷戦の終焉をめぐる研究は、研究途上の段階にあった。その中でも、朝鮮半島

冷戦に関しては、米国の外交文書が未公開の状況であるのに対して、韓国政府外交文書はほぼ

公開された状況であった。したがって、韓国外交文書および南北高位級会談に関する韓国統一

部の文書などを参考にして、韓国の北方外交、南北関係に関する研究が取り組まれるようにな

っていた。 

(2)2018 年は一連の南北首脳会談、米朝首脳会談などを通して北朝鮮の非核化をめぐる国際関

係が劇的に変化するかに思われたが、2019 年 2月のハノイ米朝首脳会談での決裂によって、そ

うした楽観的な見通しの修正が迫られた。さらに、元徴用工に関する 2018 年 10 月の韓国最高

裁判決に起因して日韓関係は緊張の度を深めるようになった。 

 

2. 研究の目的 

(1)グローバルな冷戦の終焉がなぜ朝鮮半島冷戦の終焉に連携しなかったのかという問題設定に

対して、同陣営に属する米韓、日韓、日米、ソ朝、中朝関係、特に、米韓と日韓に焦点を当

て、さらに異なる陣営に属する、中韓、ソ韓、日朝、米朝、南北、特に日朝、米朝、南北に焦

点を当てることによって、その複雑な国際政治力学を解明する。 

(2)そこで獲得された知見に基づいて、軍事的な緊張が高まる朝鮮半島、さらに、それを取り巻

く米中対立の深刻化という状況の中で、日韓がどのような外交を構想し、選択することができ

るのか、日韓関係の歴史的な構造変化を踏まえたうえで、具体的な政策提言を行う。 

 

3．研究の方法 

(1)日米韓の三国の 1970 年代、80年代の外交史料を収集し、分析することを通して、冷戦の終

焉に向けた、日米韓の三国の外交構想の重なりとずれの注目することによって、日米韓の三国

の外交の比較と関係を解明する。 

(2)主としてオンラインで韓国の研究者との対話を行うことによって、一方で、1970 年代・80

年代における韓国における冷戦史研究の最先端を吸収すると共に、北朝鮮の核ミサイル開発が

継続する中、さらに、米中対立が少なくとも韓国の楽観的予測を超えて先鋭になる中で、さら

に、韓国において大統領選挙があり、そこで与野党政権交代が実現された中で、そして、歴史

問題をめぐる緊張関係が高まったままの日韓関係に直面し、日韓が知的に、さらに政治的にど

のような選択の可能性があるのかを、お互いに模索する。 

 

4. 研究成果 

(1)グローバルな冷戦の終焉のみならず、南北体制競争における確実な優位を背景に、韓国は対

中、対ソなどを対象に行った北方外交に取り組み、中ソなどとの国交正常化を達成したが、そ

うした交渉過程の中で、北朝鮮に対して、当初の｢孤立｣から次第に｢関与｣の方向へと変容した

ことを解明した。 



(2)日韓関係については、一方で 1980 年代、日本の国際的な位相が上昇する中で、独自の対朝

鮮半島外交を展開する機会を捕まえ、韓国の北方外交と協力しながら競争する形で、対北朝鮮

外交に取り組もうとしたことを解明した。 

(3)米韓関係については、1980 年代の韓国の北方外交に関して、一方で米国の支援を受けて行

う側面と、他方で米国とは自律的に行う面の両側面があることを解明した。さらに、特に対中

ソをめぐり、韓国外交の自律的な展開過程を明らかにした。 

(4)冷戦の終焉が朝鮮半島冷戦の終焉に連携しなかったことに関しては、南北関係の独自の力学

が重要だったことを明らかにした。北朝鮮はそれまでの自国主導の統一をある意味では放棄

し、いかに自体制の生存を図るのかに優先目標を転換した。それに伴って、南北高位級会談に

応えることで南北枠組みに関与しながらも、結局は対韓関係よりも対日米関係を優先させる｢韓

国迂回｣戦略を採用したからである。 

(5)基本的には、こうした北朝鮮の｢韓国迂回｣戦略は、2000 年、18年の南北首脳会談にもかか

わらず持続する。しかも、核ミサイル開発により一層本格化する。これに対して、韓国の対応

は、保守と進歩リベラルの政権交代に伴い、動揺する。上記の実証研究での知見に基づいて、

どのような対日米関係を構築し、それに基づいて韓国なりの対北朝鮮関与政策を採用すること

を提言した。 

(6)さらに、北朝鮮の核ミサイル開発の再本格化、米中対立の深刻化という新たな状況の下で、

依然として歴史問題をめぐって緊張が持続する日韓関係において、どのような和解の可能性が

あるのかを提示しつつ、対北朝鮮政策、米中対立への対応に関して、どのような政策協調の可

能性があるのかを提言した。 
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米中対立の中の韓日関係、競争的協力の可能性を探る

韓国における国家形成とその変容：脱植民地化をめぐる競争・｢企業家的国家｣による体制競争・ポスト競争下の｢先進国化｣

木宮正史

激化する米中対立・持続する北朝鮮核危機の中、非対称な相互補完的関係から対称な相互競争関係へと変容する日韓関係：我々を何を考
え、どう対応するのか

米中対立、北朝鮮核ミサイル危機の中での日韓関係の構造変容：非対称的相互補完関係から対称的相互競争関係へ

 ４．発表年



2021年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

平和政策研究所主催　有識者マスコミ懇談会（招待講演）

International Symposium: Korea-Japan Relations in the Era of Structural Transformation -Go beyond the Past and Export
Regulation, and Design the Future for the Post-COVID World（招待講演）（国際学会）

ポスト安倍時代の日本政治と対外関係　専門家懇談会（韓国語）（招待講演）（国際学会）

韓国キリスト教学会『解放75年、朝鮮戦争勃発70年』（韓国語）（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

木宮正史

木宮正史

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

構造変容に直面し、漂流する日韓関係

Outlook of the Korea-Japan Relations in the post-COVID 19 Era

ポスト安倍政権の日韓関係展望(韓国語）

解放75年、朝鮮戦争勃発70年、日韓国交正常化55年（韓国語）

 １．発表者名

木宮正史

KIMIYA, Tadashi
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2020年

2019年

 ２．発表標題

東京大学韓国学研究センター　韓日未来フォーラム共催『2020日韓関係　専門家・言論人国際セミナー』（国際学会）

 ２．発表標題

 ３．学会等名
ソウル新聞平和研究所2019秋季セミナー　韓日関係と韓半島平和プロセス（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

木宮正史

木宮正史

木宮正史

木宮正史

 ３．学会等名

韓国国会立法調査処『"2021年日本の対外政策展望"　専門家懇談会』（韓国語）（招待講演）（国際学会）

第1回サンド東北アジア国際フォーラム北東アジアパラダイムの変化と朝鮮半島の進路（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

日韓関係の当面の懸案とその背景

米中対立構図下、不透明な朝鮮半島情勢に直面しながらも葛藤に悩む（韓国語）日韓関係

北東アジア国際関係の変容と激化する日韓葛藤（韓国語）

北東アジア国際関係の変容と高潮する日韓葛藤（韓国語）



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

朝鮮問題を考えるジャーナリスト懇話会主催｢朝鮮問題勉強会｣（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

韓国忠南大学主催東アジア国際秩序と韓半島：周辺国の観点（招待講演）（国際学会）

International Leadership Conference“Toward Peace and Security in Northeast Asia: Interdependence, Mutual Prosperity and
Universal Values（招待講演）（国際学会）

Commemorative Seminar on　The 20th Anniversary of China-Japan-Korea Trilateral Cooperation（招待講演）（国際学会）

木宮正史

木宮正史

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

中国をめぐる日韓関係

日韓関係の原状と展望

北東アジア国際関係の変容と高潮する日韓葛藤（韓国語）

朝鮮半島情勢と日韓関係（韓国語）

 １．発表者名

 １．発表者名

木宮正史

木宮正史
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日本学術会議　地域研究委員会アジアの地域協力の学術ネットワーク構築分科会

環日本海国際学術交流協会主催　学術セミナー講演会（招待講演）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

木宮正史

木宮正史

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

日韓の葛藤とその構造的要因:学術協力の役割は何か？

漂流する日韓関係：何をどのように打開するのか
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